
第二部 英語プレゼンテーションのスキルアップ

～ ESPからのヒント～

15:30 ~ 17:00 第二部のみ参加の方は15:00より受付開始

講師：野口ジュディー津多江 教授 神戸学院大学

内容：

平成28年7 月8 日（金）

吹田・最先端医療イノベーションセンター棟１階マルチメディアホール

対象：大阪大学の教職員、研究員

定員：各部80名 いずれか一方のみの参加も可

プレゼンテーションのスキルアップセミナー

～ 伝わるスライド ＆ 英語によるプレゼンのコツ ～

共同企画・運営：

大阪大学経営企画オフィス URAプロジェクト 全学教育推進機構 教育学習支援部

第一部 伝わるスライドの原則

13:00 ~ 15:00 12:30より受付開始

講師：浦田悠 特任講師 全学教育推進機構 教育学習支援部

内容：

 研究者としての情報発信の意味と重要性の説明からスタートして、プレ
ゼンテーションスキルを磨くためのESP (English for Specific Purposes)の研
究から生まれた技術を使うことまで説明します。

 国際学会の口頭発表とポスタープレゼンのポイント紹介もします。

 理系の例を中心とした内容ですが、文系の方にも参考になります。

 特にこれから国際学会等において研究成果を発信して行きたい若手研究
者におすすめします。

 第二部は英語で行われますが、Q&Aでは日本語での質問も受け付けます。

経営企画オフィス URAプロジェクト http://www.ura.osaka-u.ac.jp

全学教育推進機構 教育学習支援部 http://www.tlsc.osaka-u.ac.jp

お問い合わせ：writing-seminar@lserp.osaka-u.ac.jp

参加登録 が必要です： http://osku.jp/b063

 研究内容がよく伝わるプレゼン資料を作成するための、スライドデザイ
ンの法則や役に立つ機能を紹介します。

 実例を通して、内容の可視化、見やすい図表の作成や、フォント・書体
等の改善ポイントを紹介します。

 スライドの改善点を見出すためのペアワークを行います。

 日本語・英語プレゼン両方に役立ちます。

 図表をよく使う理系だけではなく、スライドの作成が苦手という文系の
方にもおすすめします。

Open until: 7月7日（木）17:00

いずれか一方のみの参加も可

定員に達し次第締め切りとさせて頂きます


